
 

 

 

 

 

 

  

 

2021年 4月 1日より外科系診療センターに呼吸器外科があたらしい診療科

として立ち上げられ、その診療責任者となりました山本 滋 と申します。 

これまで呼吸器外科専門医不在のため多くの患者さんの対応が不十分であった

ことをお詫び申し上げます。 

当科は今後、誠実な真心をもって診療を行って参りますので宜しくお願いいた

します。 

  

当科で診療する疾患は、若年者に多くみられる自然気胸をはじめ、原発性肺

がん、転移性肺腫瘍、縦隔腫瘍、胸膜疾患や胸壁腫瘍などです。 

「呼吸器外科」と申しましても必ず手術をするというわけではなく、4 名の呼

吸器内科のスタッフをはじめとして、他科のスタッフと適宜カンファレンスを

十分行った上で、経過観察あるいは保存的治療とするか手術を行うかの判断を  

いたします。 

 

自然気胸では、軽い肺の虚脱であれば入院することなく経過観察を行います。それ以上の虚脱がある場合

は、脇の下あたりで局所麻酔薬を良く効かせたあとに、2mm ほど皮膚を切って細い管での胸腔ドレナージ

によって治療いたします。呼吸器外科手術では基本的に直径 5mm のスコープによる胸腔鏡を用いて外科

手術を行いますので、傷口はより目立ちにくく、身体へのダメージも少ないと言えます。また、受診された

折には、絵を描いて、なるべくわかりやすくご説明いたします。 

 

「戦後の復興を支えた歴史と、とても新しい町らしさ」を感じる豊洲も、初夏のさわやかな風が心地よい

季節となりました。しかし新型コロナウイルス感染症は終息がみえない厳しい状況で、ワクチンの効果が期

待されるものの接種率は低いままです。 

このコロナ禍で心を痛めていたり、疲れを実感されている方も多くおられると思います。そのような中、

胸痛や背部痛あるいは「健診で胸部異常影があるといわれた」等ございましたらお近くのクリニックの先生

に相談の上、あるいは直接当院外来へご遠慮なくご受診ください。皆さまの健康と心からの安寧を願ってお

ります。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第86号のトピックス 

・巻頭言（呼吸器外科） 

・新任の挨拶と新生児科の 

 紹介 

・Web 講演会 

・専門外来開始のお知らせ 

（消化器センター） 

・「ご意見･ご要望」について 

・新規配属、異動 

・編集後記 

２０２１年 6月号                                 第８6号 

昭和大学江東豊洲病院だより 

呼吸器外科 山本
やまもと

 滋
しげる

  巻   頭 言 



 

 

 

 

 

 

令和 3年 4月 1日より、小児内科准教授、周産期センター副センター長を

拝命いたしました中野有也（なかの ゆうや）です。このたびは紙面でのご挨

拶の機会を賜りましたので、昭和大学江東豊洲病院の周産期センター新生児部

門の紹介とともに、僭越ながら簡単に自己紹介をさせていただきます。 

 

私は昭和大学医学部小児科学講座の前主任教授の板橋家頭夫先生、現主任教

授の水野克己先生に師事し、新生児科医として研鑽を積んで参りました。これ

まで昭和大学病院の新生児集中治療室（NICU）で未熟児の急性期管理にあた

りながら、外来医として早産低出生体重児の長期フォローアップに携わる中で、

未熟児の長期予後に興味をもつようになりました。 

 

私の現在の主な研究テーマは、「子宮内や生後早期の成育環境が将来の疾病リスクを決定する」という

DOHaD 学説です。近年、低出生体重児の救命率は著明に向上し、長期予後の重要性が再認識されていま

す。低出生体重児の長期予後を改善させるための急性期管理を模索することで、未熟児やそのご家族の未来

を守ることが私の大きな目標です。 

昭和大学江東豊洲病院は、女性とこどもにやさしい病院を基本方針に据えております。これまで自分が学

んできたことを診療や後進の指導に生かしつつ、昭和大学江東豊洲病院の理念を実現するために全力で邁

進したいと思います。 

 

昭和大学江東豊洲病院の周産期センターは、地域周産期母子医療センターとして母体や新生児の搬送を

受け入れ、地域の周産期医療に貢献しています。 

NICU は急な赤ちゃんの分娩に対応するため、専属の医師が毎日当直し、24 時間 365 日救急対応が迫

られる部署です。また、看護師をはじめとしたメディカルスタッフとの連携が大変重要で、チーム医療が求

められる部署でもあります。忙しさの中にも明るく楽しい雰囲気があり、医師や看護師がともに成長してい

けるような、そんな職場環境を整備できるように心がけたいと思っております。 

そして、全ての女性やそのパートナーがこの施設で分娩したいと思うような周産期センターを目指して

スタッフ一丸となって頑張りたいと思います。 

ぜひ応援をよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
後臨床研修評価の受審について 

R eport 
 新任のご挨拶と新生児科の紹介 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昭和大学江東豊洲病院の各診療科の取り組みを動画で公開しています。 

ご興味のある方は､お手持ちの携帯で QRコードを読み取りください。 

 

P ick up 

 Web 講演会 

※この動画は医療者向けで作成されているため､医療専門用語や､傷や部位など医療処置が動画で流れるものがあります。 

 

＜今月のテーマ＞ 

来月の動画もお楽しみに！ 

  小児内科 診療科長 阿部 祥英 

 専門外来開始のお知らせ（消化器センター） 

｢女性医師による｣ 

「『抱っこひも』に対する注意喚起」 

 

消化器女性専門外来 
はじめました。 

便秘、下痢、血便、痔、肛門のトラブル 

【対象となる症状や疾患】 

鼠径ヘルニア（脱腸）など 

毎月第 3金曜日 9:30〜11:30（完全予約制） 

 

便秘から肛門病まで女性医師が担当いたします。 

｢女性のための｣専門外来 

一般に話しにくいことも安心してご相談ください。 

 
下記に挙げた以外のお腹の症状も診察いたします。 

 

上記以外の曜日でも、女性医師が担当しています。北條真鈴医師(月曜午後)／年森明子医師(水曜午前) 

田邊万葉医師(木曜午前)／大和田薫里医師(金曜午後)／石田幸子医師(土曜午後) 



昭和大学江東豊洲病院  http://www.showa-u.ac.jp/SHKT/ 

〒135-8577 東京都江東区豊洲 5－1－38 

TEL03－6204－6000(代表) 

発行責任者：笠間 毅   編集責任者：大槻 克文 昭和大学江東豊洲病院
Facebook ページ

 

 

ご意見・ご要望 回答・改善策等 

春なので仕方がないのでしょうが、病室内に埃が

多くみられます。 

大変なお仕事の中お手数おかけしますが、よろし

くお願いいたします。 

この度は、ご入院された方にご不快な思いをさせ

てしまい申し訳ございません。 

病棟の室内清掃に関しましては、日 1回として

清掃に入っています。ご指摘の「室内に埃が目立

つ」ということですが、担当者 2名と現地確認

のうえ、再指導いたしました。ベッドご使用時に

作業する際は、床置きのお荷物や頭上などもお声

がけのうえ、細かめにチェックを行うよう誠意努

力してまいります。今回のご意見を糧とし、ご不

快に感じられぬ様、気を配って作業してまいりま

すので、今後ともよろしくお願いいたします。 

回答部署：管理課（清掃） 

栄養科の皆様へ 

入院中、毎日本当に美味しいお食事をありがとう

ございました。病院の食事がこんなにも美味しい

と思っておらず、毎食楽しみにしておりました。

献立も栄養バランス良く、ずっとここの食事を食

べたいです！！ 

毎日、朝早くから夜まで本当にありがとうござい

ました！！ 

感謝とお褒めのお言葉をいただきましてありがと

うございます。当院の食事に満足され大変嬉しく

思います。当院ではニュークックチルシステムと

いう調理システムにより、適温で食事を提供する

ことが出来ます。入院中の患者様にとってお食事

は楽しみの一つであると思い、栄養バランスはも

ちろんのこと、味・彩りや見た目、温度管理を徹

底し、皆様に喜んで食べていただける安心・安全

な食事を提供できるように、今後も取り組んでま

いります。       

回答部署：栄養科 

食事が美味しかったです。 

・温かいご飯、煮物、汁物。 

・冷たいサラダ、デザート。世間では病院食はぬ

るくて、まずいとよく耳に入ってきます。 

 

編 

後 

ご意見･ご要望 

6月と言えば、「父の日」です。「父の日」の由来は、諸説あると思いますが、「母の日」同様に
アメリカで生まれたという話を聴いたことがあります。男手一つで 6人の子供を育てあげた父親
を讃えた娘の嘆願が起源・由来とされていて、父親を尊敬し、称え祝う日。それが「父の日」な
のだそうです。 
 ところで、親への感謝は勿論ですが、コロナ禍になり様々な人物や職業、普段何気なく使って
いた物や、時間の大切さを見つめなおす機会が増えました。感謝祭にあたるような、お祭りや行
事も中止・縮小される中、「母の日」・「父の日」のように、みんなが色々な物や人々に感謝し合う
祝日があるといいなあと、ふと思いました。 
 「SDGs（エスディージーズ：持続可能な開発目標）」の目指す、すべての人々にとってよりよ
い、より持続可能な未来とは、そんな小さな感謝を大切にする心から、生まれてくるのではない
でしょうか？ 

看護部 小笠原
おがさわら

 京子
きょうこ

 


